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束京湾の海底谷

中薬締輔

北米大陸にグランドキャ㌫オンと呼ばれる峡谷があっ

てその壮大な景観は絵はが慈からシン泳､リジャズ

にまで親しまれているがこれにも比肩すべ巷大峡谷が

東京グ)ごく近くにあることは1壮んど一般に知られて

いない､それもそジ)はずでそれは海底にあって超音

波の測定猪を淵い匁ければ兇え扱いから観光の対象に汰

る筈がない世この東京湾海肢谷と呼ばれる谷は地質

学山1二なかなか興味深いもので昨年の箆夢)末にも米国び)

観測船ヘアｰド場がはるばる調査にきている.

地質調査所は昭和30年(峨｡)の秋に東京湾南部を

音波探査装置を用いて調査し東京湾海底谷に関し一て今

までに免篶れてい紅海底地形と1､ツジに加えて新し

い資料を得たのである咄

海底谷は広く世界申に分布し1東煎湾1遠州灘1釧路

ノレシカ･コンゴ河･インダス河などの沖から最近は北

いずれも極端に急な傾斜でたとえば利根川が平野部で

O.3ミリラジアンの傾斜角(勾配にして0.3/1,000)大滝
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川が黛交リラジアン程陵グ)傾斜飼な荻)に比べて東京湾

海底谷の上流1中流あた幸)が夏80ミリ亨ジアン位ク)けた

漉いの急傾斜である用窯た海底谷がで意た時期は

それが初一･ている地糧勢から判断して第三由紀末から洪

積批の始艇)と考えられる例が多い曲その成因は早くい

えばわからないのであるが陸､し侵食説と海漸下侵食謝

と印閥説の3べ)が考えられている｡

海底谷の形態/こよる分類としては

(至)鱗棚のはしから始嚢勺て深部に漉む))で

熱くは辮燦している

(2)大きい河の河口と海底谷が続いているもの

(3)樹枝状に発達しているもの

の3つがある.東京湾海底谷は樹枝状に発達した部

類に入るであろう.この海底地形図は東京湾近くだけ

であるがこの海底谷は南で沖の山と呼ばれる堆(2,000m

位の海底から60m位まで上っている海底の山)を廻って

2幸000m以深まで続いている詞図に示される,いに多

くの枝が分か洲てい｡て侵鮒形にしばしば疑､ぐ1れる

よう欣繊棚をていしている刊海底谷減久異曲浜拶)沖あ

た河山け療照)に接続しているがそダ順斜が全く違うこ

とや流れ祭)方陶が斜交していることから成胴と時代

は余く違うい)であると､留､われ､る曲

浦賀水道綿一例線はこの機合点から少し南に下が､･｡

た所で襯側惑れたもので凄)る也東側㍑打)では谷壁が

階段状にな…亜ていてゆるい角膜で束に落る新錦三…1紀屑�
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を切リ取っている.谷の深い所では海底の反射もおぼ

ろげになっている.西側では測点15あたりで40m位

σ)深さで海底谷が終る.ここで音波を散乱する反射面

が海底谷の肩に出ている.これはちょっと音波礫層

(音波探査の結果礫層と考えられるもの)を連想させるが海底

に露出した新第三紀層ではないかと思われる.この近

くにあるアシカ島や金田湾北部の海底に露出する岩の露

頭の記録と様相が似ているからである.15と12の間

は約1,700mの距離であるが両岸の地質の対応は全く

つかたいし記録の様相もかたり違っている.

海底地形図に示されるようにこの海底谷のうちで南

の館山湾に入る支谷は最も大きい支谷である.館山測

線はその湾を横切っている.北(右)では90m位の海

底の下に新第三系の反射面が出ている.測点10付近か

ら傾斜の向きが反転しているから断層を考えることが

できる.10の少し南から13までの約3,000mの間は

海底谷である.記録は水平と垂直の尺度比が7位で

あるからこの海底谷の傾面がそのまま断面図の斜面

では削･が相対的には非常に急傾斜であることが理解

されよう.

12の前後では櫟度選択を変えて深い部分を記録上浅

く揃いている.13で海底科は終る.この両側の記録

とも地胴σ)反射は海底谷に向か一｡て落ち込んでいて

あたかも海底谷が陥没によって落ちた所にできたようで

ある.

これは館山湾を通る他の側線からもいえるL陸.ト

の地質とも矛盾がない.これは他にも例のあることで

あってグラｰベン型と呼ばれる.しかし東京湾海底

谷全体からみればこれは例外的な現象といえる.海底

谷の端は記録のごとく急傾斜に突然変わる例がほとん

どでV字形を放し少しつつ深く急になる例はごく少

ない.(ノルウェイの氷食海底谷には例外もある)

海底谷の底からよい反射波を受振したことは一度も粗

い.それは地形の複雑さのためであろう.

Shepardにより主張される陸上侵食説とKmenの乱

泥流(turbidity㎝rrent)による成因説の争いはいつ解

決されるかわから粗いがこのような具体的な資料の積

み重ねが本質をとらえる上で最も重要なものになる

であろう.

(筆者は物理探査部)
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